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究であり，あわせて 5年間の縦断調査となったものである。地域（散在地域 A（秋田県 A市）
と集住地域 B（群馬県 B町））に定住する外国人（日本語学習者）に対して，OPI（Oral Pro-
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生，教職員というのは，調査の 1年目で中学 3年生が 2名，高校生が 9名，大学生が 1名，
当該地域の N学園の教職員が 1名いたという意味である。
ここでは，S1～S13の中で，2年以上調査に協力してくれた学習者 11名のうち，超級に到














4）中学 3年～高校 1年で日本語能力試験 1級に合格した。
5）高校 1年～3年に成人・子どもに対する日本語教室の支援者として参加した。



















































































































































































Japanese and the Reality of Language Life of Foreign Permanent Residents in Japan.” After a  brief 
description of my research goal and survey designs （methodology, etc.）, I explain the results of 
two surveys. In the first, a longitudinal study on learning Japanese and the actual linguistic cir-
cumstances of foreign permanent residents in A city in Akita Prefecture, I investigated features 
of speech style in the Japanese of non-native speakers. In the second, I focused on the impor-
tance of first-language （Portuguese） development in allowing minority students to achieve high 
levels of competence in their second language （the majority language＝Japanese）, especially in 
literacy-related academic abilities （Cummins 1986）. Based on the results, I argue for the im-
portance of providing a discussion setting for both Japanese native speakers and non-native 
speakers and offer an assessment of it. Lastly, I consider future prospects for this research topic.
独創・発展型共同研究プロジェクト 
「定住外国人の日本語習得と言語生活の実態に関する学際的研究」
プロジェクトリーダー　野山 広
（国立国語研究所 日本語教育研究・情報センター 准教授）
プロジェクトの概要
本プロジェクトの目的は，多言語・多文化化が進む現代の地域社会における定住者の言語
習得，言語生活の実態をより的確に捉え，日本語を必要とする定住者が抱えている諸課題に
対して，できる限り応えられる研究手法（徳川（1999）が唱えたWelfare Linguistics的なアプ
ローチ）の基盤を築くことでした。この目的の達成に向けて，地域に定住する外国人の日本
語学習現場に焦点を当てました。彼ら日本語学習者や学習支援関係者に協力を得た縦断調査
（同一の対象者を定期的に調査）で得られた会話データ（OPI：Oral Proficiency Interviewを活
用して収集したもの）の分析を形成的評価の観点から行うとともに，言語生活，言語接触，
言語環境，ネットワーク等に関するインタビュー調査の実施やデータの収集・整備，分析を
行いました。なお，収集，分析の際には，学際的な観点から，談話分析，コミュニケーショ
ン研究，日本語教育研究，形成的フィールドワークなどの観点・手法を用いて行い，データ
を蓄積してきました。これらの成果を公表していくことで，地域社会における定住者の言語
習得・言語生活の実態について報告するとともに，地域の現場における協働研究の在り方に
ついて，新たな接近方法の提示も含めて，何らかの貢献ができたら幸いです。
